
も
の
で
あ
り
、
そ
の
務
ひ
方
と
踊
り
方
と
に
極
々
の

名
群
が
あ
る
。
祷
政
の
時
役
踊
は
孟
劇
従
前
後
の
夜

に
於
い
て
す
る
を
轡
泊
と
し
た
が
、
能
管
で
は
祭
穂
-

m休
の
際
に
も
行
は
れ
、
茜
だ
し
き
は
休
日
係
に
す

る
飯
日
踊
の
如
き
も
あ
っ
た
。

マ
マ
ア
廠
阿
前
間
利
家
の
第
三
女
。
元
組
元
年

出
生
。
初
め
利
家
の
柴
町
勝
家
に
奥
カ
し
た
時
、
腕

阿
郷
は
質
と
し
て
北

J

庄
城
に
在
っ
た
が
、
天
正
十

一
年
捌
ヶ
瀬
の
役
に
勝
家
の
敗
戦
蹄
附
し
た
後
、
活

れ
て
府
中
に
踊
っ
た
。
後
に
盟
臣
秀
吉
の
側
室
と
な

り
、
加
賀
殿
と
稽
せ
ら
れ
た
も
の
是
で
あ
る
。
悦
本

或
は
い
ふ
。
加
賀
殴
は
天
正
十
三
年
間
入
用
秀
吉
が

佐
々
成
政
を
越
中
に
征
し
た
隠
途
、
金
制
作
か
ら
伴
う

た
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
現
存
の
文
街
に
凶
っ
て
考

ヘ
る
に
、
そ
の
上
裕
は
天
正
十
四
年
五
周
の
頃
に
あ

る
ら
し
い
。
加
賀
殿
多
炭
、
初
め
架
築
第
の
天
守
に

住
し
、
後
利
家
の
京
都
邸
又
は
伏
見
邸
に
移
。
、
慶

長
三
年
三
周
秀
吉
の
健
闘
の
花
見
に
も
従
う
た
が
、

次
い
で
暇
を
得
、
大
納
言
嵐
里
小
山
町
光
房
に
嫁
し
、

更
に
離
別
し
て
十
九
年
十
周
十
三
日
享
年
三
十
聞
を

以
て
夜
し
た
。
法
説
静
雲
院
。
京
都
大
徳
寺
嶋
顕
芳

春
院
に
葬
ら
れ
た
。
背
地
趨
幹
の
本
務
系
綿
略
に
、

腕
阿
郷
の
一
名
を
阿
茶
と
も
少
将
と
も
い
う
た
と

す
る
も
の
は
、
そ
の
侍
女
の
名
を
混
じ
た
も
の
で
あ

る
0
4
7
チ
ャ
コ
阿
茶
子
。

マ
ア
キ
ラ
閑
明
日
記
守
石
川
端
米
丸
郷
に
因

す
る
邸
務
。

マ
ウ
ラ
毘
浦

珠
洲
郡
西
梅
郷
に
臨
す
る
部
務
。

マ
ア
l

マ
キ

能
資
名
跡
志
に
、
『
国
民
捕
。
家
敏
三
十
軒
許
あ
り
。
穣

兵
衛
な
ど
L
て
よ
き
百
姓
あ
り
。
此
越
は
西
海
の
郷

と
い
ふ
中
に
も
・
遊
郎
の
片
う
ら
わ
な
り
。
前
は
前
識

様
々
と
し
て
、
後
は
岩
倉
の
山
峨
々
た
り
。
左
は
ひ

ろ
ぎ
の
岨
端
躍
々
た
り
。
右
は
朴
坂
の
峠
蹴
々
と
し

て
、
誠
に
閑
部
い
は
ん
方
な
し
。
御
盤
臓
の
傍
に
薬

師
堂
あ
り
。
丈
六
の
金
色
の
大
像
也
。
』
と
あ
る
。

マ
ガ
へ
馬
替
い
・
ヵ
石
川
榔
箆
樫
庄
に
臨
す

る
郎
.
孫
。
上
古
田
畑
倒
の
跨
た
腕
で
あ
ら
う
と
い
ひ
、

趨
賂
記
に
は
mm
替
を
馬
市
の
窓
だ
と
し
て
ゐ
る
。
郷

村
名
義
抄
に
、
こ
L

の
寺
の
塔
に
狩
野
法
眼
の
鎗
馬

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
ふ
は
、
地
名
に
就
い
て
の
俗

儒
で
あ
る
。

マ
ガ
ヘ
シ
ヤ
馬
替
枇

H
Mィ
.
石
川
都
府
替
に

銀
座
し
、
今
は
馬
替
制
批
と
い
ふ
。
承
路
二
年
河
崎

秀
俊
詩
人
の
三
州
式
枇
考
に
、
式
内
石
川
端
御
馬
神

社
を
馬
持
村
に
在
る
と
し
、
越
資
質
三
州
志
に
も
一

説
と
し
て
そ
れ
を
場
げ
て
ゐ
ろ
。

マ
ガ
ラ
ノ
オ
ホ
ダ
チ
鍵
柄
の
大
太
刀
白
山
比

時
制
枇
臓
に
提
柄
の
大
太
万
と
稽
ず
る
行
光
銘
の
も

の
が
あ
っ
て
、
朝
食
義
崇
の
臣
民
柄
十
郎
左
衛
門
直

元
の
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
と
停
へ
る
。
世
本
多
く
之

を
相
州
行
光
の
作
と
す
る
は
誤
謬
で
、
加
賀
の
行
光

作
に
相
濯
な
い
。
万
身
ご
米
五
七
、
在
随
・
五

J
Rと

し
、
本
研
を
施
さ
な
い
か
ら
作
の
優
劣
も
艇
の
有
無

も
知
れ
ぬ
が
、
外
貌
頗
る
雄
傑
謀
宕
で
あ
る
。
後
に

前
田
利
常
之
を
修
袋
せ
し
め
、
梅
枝
の
闘
按
を
鍛
鍋

し
た
四
分
一
製
の
鰻
口
金
具
を
附
し
て
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
諸
永
五
民
辰
勝
十
一
周
吉
日
加
州
金
湾
住
後

藤
才
次
郎
官
定
と
の
銘
が
刻
せ
ら
れ
て
居
る
。
叉
別

に
右
兵
衛
と
も
刻
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
苦
定
の
見
右

兵
衛
消
定
ハ
一
名
兵
庫
頭
消
永
〉
の
合
作
し
た
部
分
も

あ
る
に
図
る
の
で
あ
ら
う
。
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-
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マ
ガ
日
曲
石
川
郡
湯
濁
郷
に
毘
す
る
部
務
。

マ
ガ
リ
曲
鹿
島
郡
能
登
島
庄
に
属
す
る
部
務
。

文
明
十
三
年
正
用
肉
国
代
官
三
階
家
吉
の
判
曹
に
鈎

村
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

マ
ガ
リ
マ
ツ
曲
松
税
臨
ご
年
九
周
得
江
石
王

丸
代
長
野
彦
三
郎
家
光
の
軍
忠
紋
に
、
『
九
周
十
六
日

同
凶
自
大
・
樟
長
左
衛
門
尉
秀
信
訂
出
閥
、
毘
家
光
彼

手
、
取
三
引
保
内
曲
松
要
筈
之
路
、
凶
徒
等
答
来
常

陣
、
日
々
合
職
致
無
戒
軍
忠
詑
。
』
と
あ
る
。
三
引
保

は
鹿
島
郡
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
曲
松
と
い
ふ
も
の

は
今
明
ら
か
で
な
い
。

マ
キ
牧
江
沼
郡
瀦
ヶ
原
の
内
の
小
手
。

マ
キ
牧
河
北
郡
小
坂
庄
に
回
す
る
部
帯
。

マ
キ
牧
河
北
部
五
ケ
庄
に
鴎
す
る
怒
w
m
o
承

服
の
村
御
印
に
朝
日
牧
に
作
り
、
明
治
申
叉
朝
日
牧

に
復
し
た
る
も
の
は
、
附
近
深
谷
村
の
一
部
に
牧
の

部
務
が
あ
る
の
と
紛
ら
は
し
い
か
ら
で
あ
る
。

マ
キ
牧
河
北
郡
深
谷
の
内
の
小
字
。

マ
キ
グ
チ
牧
口
能
奨
部
架
・
棒
郷
に
臨
す
る
部

務
。
賀
永
誌
に
、
こ
の
村
領
に
牧
嫡
塚
と
い
う
て
石

悌
一
慨
が
あ
る
。
長
女
牧
蝋
こ
の
地
に
流
さ
れ
給
う

て
、
誕
去
の
後
石
仰
を
都
よ
り
下
し
、
そ
の
塚
の
上

に
立
て
た
の
で
あ
る
と
記
す
る
が
、
開
よ
り
僅
談
に

・
過
ぎ
ぬ
。

マ
キ
グ
チ
鍋
ロ
能
鷺
の
邑
名
で
あ
る
が
今
は

存
せ
ぬ
。
高
野
山
金
剛
峰
寺
箆
勉
院
腕
組
蹴
の
偲
法
瀦

頂
次
第
奥
書
に
、
『
本
云
。
文
明
七
年
続
九
用
十
五
日

於
能
州
石
動
山
天
平
寺
妙
観
院
、
震
末
代
未
練
輩
、

拭
老
眼
終
夜
草
之
。
夏
不
可
有
他
見
附
巴
。
安
静
寺

法
印
槌
大
信
都
隆
快
。
明
腿
四
年
六
周
廿
一
日
於
能

州
棋
口
一
佳
坊
、
以
峰
快
御
自
鍍
知
形
潟
置
也
。
麗
-
-

不
可
他
見
。
安
静
寺
二
位
法
限
大
和
倫
位
光
意
。
』
と

見
え
る
。
安
静
寺
も
亦
棋
ロ
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、

.... 
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鳳
京
都
大
川
か
ら
里
の
部
務

後
世
之
を
見
ぬ
。

マ
キ
サ
カ
巻
援

に
.
主
る
聞
の
坂
。

マ
キ
タ
ン
ザ
Z

号
ン
牧
甚
左
衛
門
交
を
左
衛

門
と
い
ひ
、
織
田
信
長
の
臣
で
あ
っ
た
。
甚
左
衛
門

前
田
利
家
に
仕
へ
て
緑
二
百
石
を
焚
け
、
子
mm
滞
に

慨
襲
す
る
。

マ
キ
セ
イ
キ
チ
ロ
ウ
牧
清
吉
郎
文
化
十
一
年

実
七
郎
左
衛
門
の
也
知
百
五
十
石
を
制
捜
ぎ
、
御
射
手

に
鴎
し
た
が
、
文
政
四
年
七
周
九
日
不
厨
に
よ
っ
て

一
類
預
と
な
り
、
次
い
で
揚
屋
に
牧
容
せ
ら
れ
、
十

一
一
周
赦
に
凶
・
り
死
刑
を
減
じ
て
越
中
流
ケ
山
に
統
さ

L
~

』。
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マ
キ
ダ
ジ
ロ
ベ
Z

牧
田
次
郎
丘
一
衡
山
口
宗
永

の
臣
。
鹿
長
一
点
年
八
月
前
回
利
長
大
型
寺
城
討
伐
の

時
、
鏑
宇
丸
の
守
絡
で
あ
っ
た
が
、
山
崎
庄
兵
衛
長

闘
と
A
n
A
し
て
職
夜
し
た
。

マ
キ
タ
ダ
ス
ケ
牧
忠
舗
溜
構
昌
次
郎
、
昌
左

衛
門
。
見
聞
之
助
忠
一
は
四
百
五
十
石
を
領
し
て
明

和
中
残
し
た
が
、
不
踊
に
よ
っ
て
跡

H
制
約
を
命
ぜ

ら
れ
ず
、
後
安
永
中
に
及
ん
で
忠
輸
に
亡
父
治
知
の

中
ご
百
石
を
典
へ
ら
れ
、
御
何
時
間
掛
横
目
・
御
大
小

勝
組
御
武
具
奉
行
よ
り
、
寛
政
三
年
小
松
御
番
頭
、

亭
和
三
年
物
顕
蹴
岡
番
に
至
。
、
文
化
七
年
之
を
施

ぜ
ら
れ
、
九
年
幕
附
か
ら
尋
問
の
鵬
あ
る
を
以
て
召

さ
れ
た
が
、
一
門
に
預
中
気
滞
に
よ
っ
て
未
だ
開
設

せ
ず
し
て
、
翌
十
年
四
周
廿
二
日
残
し
た
。
軍
役
内

考
。
浅
弁
戦
闘
挺
番
等
の
著
が
あ
る
。

マ
キ
タ
ダ
ノ
リ
牧
忠
敬
酒
癖
彦
左
衛
門
。
初

め
前
回
吉
徳
に
仕
へ
、
新
知
百
五
十
石
を
受
け
、
大

小
勝
・
御
腕
奉
行
か
ら
、
事
保
九
年
御
議
所
奉
行
に

縛
じ
て
百
石
を
加
ヘ
、
後
組
頭
部
と
な
っ
て
二
百
石

を
加
へ
、
認
延
三
年
掃
除
濯
慮
、
四
年
御
苑
、
資
蹄

七
七
一


